
資料４－１ 

我が国と諸外国の使用機材について 
 

我が国においては、空港処理容量の制約等から、特に国内線において機材の大型化が顕著 
 

3 % 1 2 % 8 5 %

1 0 % 1 0 % 8 0 %

3 % 1 2 % 8 5 %

3 1 % 3 6 % 3 3 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

ア メ リ カ

イ ギ リ ス

フ ラ ン ス

日 本

大 型 機

中 型 機

小 型 機

主 要 国 登 録 機 材 （ 大 型 、 中 型 、 小 型 ） 別 構 成 比

注 　  1 )IC A O 資 料 に 基 づ く
　 　 　 2 )商 業 航 空 輸 送 に 使 用 さ れ る 飛 行 機 の み
　 　 　 3 )大 型 機 ： B 7 4 7 、 中 型 機 ： M D - 1 1 、 B 7 6 7 、 A 3 0 0 等 、 小 型 機 ： 左 記 以 外



資料４－２

ヘビー機の比率

　我が国の成田、羽田、関西空港については、ヒースロー、ガトウィック空港と比較し
て、航空機の大型化の傾向が顕著

成田 羽田 ヒースロー関西 ガトウィック

（注１）ヘビー機とは、最大離陸重量が３０万ポンド（１３６トン）以上の航空機をいう。

　　（Ｂ７４７、Ｂ７７７、ＭＤ１１，ＤＣ１０，Ａ３００、Ａ３４０など）

（注２）ＢＡＡ(British Airport Authority)調査による。

ヘビー機の割合

（２００１年）

９８％ ６４％ ６６％ ２０％
（２００１年）（２００１年） （２００１年）

３０％
（２００１年）

＊注２

＊注１

＊注２



資料５－１
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国 内 航 空 旅 客 数 の 推 移

平成1２年度利用客
　　　　９，１９８万人
　うち、東京、大阪・関空利用客
　　　　７，１５１万人（７７．７％）
　その他
　　　　２，０４７万人（２２．３％）

年 度

（万人）

522万人(33.8%)

288万人(18.7%)

566万人(36.7%)

167万人(10.8%)

1,543万人(100%)

1,068万人(42.0%)

247万人(9.7%)

710万人(27.9%)

520万人(20.4%)

1,729万人(42.8%)

287万人(7.1%)

1,013万人(25.1%)

1,013万人(25.0%)

4,042万人(100%)

2,117万人(48.4%)

960万人(21.9%)

310万人(7.1%)

991万人(22.6%)

4,378万人(100%)

3,421万人(52.4%)

388万人(5.9%)

1,311万人(20.1%)

1,405万人(21.5%)

6,525万人(100%)

3,960万人(50.7%)

342万人(4.4%)

1,652万人(21.1%)

1,856万人(23.8%)

7,810万人(100%)

関西国際空港開港
（平成６年９月）

9,198万人(100%)

2,047万人(22.3%)

1,674万人(18.2%)

669万人(7.3%)

4,808万人(52.2%)

5,477万人(59.5%)

2,343万人(25.5%)

6.1%

8.7%

3.7%

3.4%

2.8%

6.6%

7.7%

2,545万人(100%)

　　　内の数値は、
昭和45～平成12年度の年平均伸率

その他

大阪国際空港又は
関西国際空港を利用
した旅客

東京－大阪線
（伊丹・関空）
を利用した旅客

東京国際空港を利用
した旅客



資料５－２
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国 内 航 空 貨 物 取 扱 量 の 推 移

平成１２年度取扱量
　　　　　　９３０千トン
うち、東京、大阪・関空取扱量
　　　　　　７７３千トン(８３.
１%)
その他

１５７千トン(１６

年　度

69千トン(41.8%)

36千トン(21.8%)

39千トン(23.7%)

21千トン(12.7%)

165千トン(100%)

153千トン(51.0%)

37千トン(12.3%)

74千トン(24.7%)

36千トン(12.0%)

300千トン(100%)

258千トン(55.0%)

47千トン(10.0%)

108千トン(23.0%)

56千トン(12.0%)

469千トン(100%)

691千トン(100%)

93千トン(13.5%)

144千トン(20.8%)

63千トン(9.1%)

391千トン(56.6%)

133千トン(16.8%)

161千トン(20.4%)

53千トン(6.7%)

444千トン(56.1%)

その他

大阪国際空港又は
関西国際空港の
取扱貨物

東京－大阪線
（伊丹・関空）
の貨物

東京国際空港の
取扱貨物

（千トン）

157千トン(16.9%)

158千トン(17.0%)

64千トン(6.9%)

551千トン(59.2%)

615千トン(66.1%)

222千トン(23.9%)

7.2％

8.5%

5.8%

4.5%

2.4%

8.6%

7.3%

　　　　　　内の数値は、
昭和50～平成12年度の年平均伸
率

791千トン(100%)

930千トン（１００％）



資料６ 

国内線乗降客数伸び率推移

94.00%

96.00%

98.00%

100.00%

102.00%

104.00%

106.00%

108.00%

全空港 101.46% 99.85% 107.13% 104.77% 105.16% 104.17% 102.75% 104.19% 101.40%

三大都市圏 100.58% 98.89% 107.24% 104.00% 104.95% 104.64% 104.36% 105.08% 102.82%

その他 102.19% 100.64% 107.05% 105.38% 105.33% 103.79% 101.47% 103.45% 100.22%

H4/H3 H5/H4 H6/H5 H7/H6 H8/H7 H9/H8 H10/H9
H11/H1

0
H12/H1

1

３大都市圏以外の地域間需要の伸びは相対的に低下

 



資料７－１

各モードの旅客輸送人員の推移（平成8年＝１００）

70.00%

80.00%

90.00%

100.00%

110.00%

120.00%

ＪＲ 100.00% 98.47% 97.41% 96.90% 96.38%

民鉄 100.00% 98.11% 97.45% 95.86% 95.44%

新幹線 100.00% 100.36% 99.64% 98.58% 100.00%

バス・タクシー 100.00% 96.84% 93.00% 89.72% 87.83%

旅客船 100.00% 97.68% 84.01% 78.58% 72.74%

航空 100.00% 104.17% 107.04% 111.52% 113.08%

ＧＤＰ（名目） 100.00% 102.17% 100.99% 100.34% 100.20%

Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２

モードごとの輸送人員の伸び率を見ると、航空の伸び率が顕著



資料７－２

国内線の旅客収入、旅客キロ・座席キロ、イールドの推移（大手３社）
対平成元年度比

124.2%

157.1%

173.4%

79.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

140.0%

160.0%

180.0%

旅客収入 旅客キロ 座席キロ イールド

旅客収入 100.0% 108.5% 116.3% 116.8% 113.0% 115.9% 119.1% 122.8% 122.9% 120.4% 120.0% 124.2%

旅客キロ 100.0% 109.2% 116.3% 118.1% 118.0% 126.2% 134.5% 142.7% 150.5% 154.0% 158.4% 157.1%

座席キロ 100.0% 105.1% 114.8% 125.1% 134.7% 145.0% 155.8% 160.9% 166.7% 174.1% 173.0% 173.4%

イールド 100.0% 99.3% 100.0% 98.8% 95.8% 91.8% 88.5% 86.1% 81.7% 78.2% 75.8% 79.0%

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度

座席キロ

旅客キロ

旅客収入

イールド

出典：各社決算資料及び航空輸送統計年報より作成

近年、航空会社間の競争等の進展によりイールド（旅客収入/旅客キロ）は低下



資料８－１ 

国内航空路網の展開状況について 
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国内路線の設定状況について 
（ ）内は昭和 50 年 

首都圏・近畿圏（羽田、成田、伊丹、関西）：107 路線 

（61）路線

その他拠点空港（千歳、名古屋、福岡、那覇）：113 空港 

（44）路線

その他：81 路線 

（35）路線

昭和 50 年

平成 11 年 

国内路線網についてはコアとなる首都

圏・近畿圏を中心に多層化が進展 
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資料８－２ 

ジェット化路線の推移について 

空港の整備により、路線数の増大とジェット化が進展 
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資料：JTB 時刻表他 



資料８－３ 

コミューターネットワークの展開について 
小型機（定員６０人乗り以下）によるコミューター路線網も着実に増加 

 稚内空港

新千歳空港 釧路空港

旭川空港

礼文空港

利尻空港

女満別空港

上

徳之

粟国空港

那

与論空

慶良間空港

札幌飛行場

稚内空港

函館空港

秋田空港

礼文空港

利尻空港

奥尻空港

北大東空港
南大東空港

粟国空港

那覇空港
与那国空港

多良間空港
宮古空港

石垣空港
波照間空港

第一種空港

第ニ種(A)空港

第ニ種(B)空港

第三種空港

その他飛行場

 

昭和 60 年 平 年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コミューター路線ネットワークの変化（資料：「航
成 11
函館空港

新潟空港

長崎空港

奥尻空港

花巻空港

佐渡空港

福島空港

富山空港

松本空港

名古屋空港

壱岐空港

出雲空港

南紀白浜空港

種子島空港

小値賀空港
五島空港

北大東空港

喜界空港

南大東空港

神津島空港

空港

新島空港
大島空港

多良間空港
宮古空港

石垣空港
波照間空港

調布飛行場

小松飛行場

美保飛行場

鹿児島空港

大阪国際空港

鳥取空港
但馬飛行場

岡山空港

松山空港

広島西飛行場

高松空港 徳島飛行場

高知空港
福岡空港

宮崎空港

第一種空港

第ニ種(A)空港

第ニ種(B)空港

第三種空港

その他飛行場
島空港

奄美空港

覇空港

港
沖永良部
空輸送統計年報」国土交通省） 
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